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【手続補正書】
【提出日】平成28年6月13日(2016.6.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　繊維で構成された層を有する有形体の製造方法であって、
　有形体の製造方法が、
　線状骨格を形成する工程１と、
　前記線状骨格上に、前記繊維を付着させて前記層を形成させる工程２とを有し、
　前記線状骨格が、繊維状固体物質であり、
　前記線状骨格が、前記繊維状固体物質を張り巡らせた構造であり、
　前記線状骨格が、
　　前記繊維状固体物質の端部を壁に固定して、壁と壁の間に前記繊維状固体物質を張り
巡らせる線状骨格であるか、又は
　　前記繊維状固体物質の端部を複数のロボットヘッドで保持して所定の位置に固定し、
前記複数のロボットヘッド間に前記繊維状固体物質を張り巡らせる線状骨格である、
有形体の製造方法。
【請求項２】
　前記繊維が有機繊維である請求項１記載の有形体の製造方法。
【請求項３】
　前記繊維が、金属繊維、無機繊維及び有機繊維からなる群から選択される少なくとも１
つである、請求項１又は２記載の有形体の製造方法。
【請求項４】
　前記繊維が、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、ポリイミド、麻及びこれ
らの変性若しくは誘導体からなる群から選択される少なくとも１種の有機繊維である、請
求項１～３のいずれか１項記載の有形体の製造方法。
【請求項５】
　前記繊維状固体物質が、モノフィラメント、ユニディレクション糸、及び紡績糸からな
る群から選択される少なくとも１つである、請求項１～４のいずれか１項記載の有形体の
製造方法。
【請求項６】
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　工程２において、前記線状骨格の骨格形状を設計した際の座標に基づいて、ロボットを
利用した繊維供給装置を座標の近傍に移動し、ロボット操作によって繊維供給装置から前
記繊維を繰り出し、前記線状骨格に付着させて前記層を形成させる、請求項１～５のいず
れか１項記載の有形体の製造方法。
【請求項７】
　工程２において、前記線状骨格を固定して、前記繊維を前記線状骨格の外部から前記線
状骨格に沿って巻きつかせて前記層を形成させる、請求項１～５のいずれか１項記載の有
形体の製造方法。
【請求項８】
　工程２において、前記繊維の供給位置を固定して、前記線状骨格を回転等させて、前記
繊維を前記線状骨格の外部から前記線状骨格に沿って巻きつかせて前記層を形成させる、
請求項１～５のいずれか１項記載の有形体の製造方法。


	header
	written-amendment

